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１ 期     日  令和３年３月２５日（木） 

２ 場     所  教育委員会室 

３ 開     会    午後２時００分 

４ 出 席 委 員     

５ 議場に出席した者 

６ 会議録署名委員  大 谷 幸 男 

教   育   長 細 田 眞由美 

教育長職務代理者 大 谷 幸 男 

委            員 石 田 有 世 

委            員 野 上 武 利 

委            員 武 田 ちあき 

委            員 柳 田 美 幸 

副教育長 高 崎  修 

管理部長 長 畑 哲 也 

学校教育部長 平 沼  智 

生涯学習部長 竹 居 秀 子 

学校教育部参事兼教職員人事課長 清 水 一 司 

学校教育部参事兼高校教育課長 山 本 康 義 

学校教育部参事兼健康教育課長 小 椋 和 彦 

学校教育部参事兼舘岩少年自然の家所長 佐 藤 浩 市 

生涯学習部参事兼生涯学習振興課長 山 本 高 弘 

生涯学習部参事兼文化財保護課長 青 木 文 彦 

生涯学習部参事兼青少年宇宙科学館長 引 間 陽 子 

生涯学習部参事兼うらわ美術館副館長 森 山 日登美 

教育総務課長 髙 木 泰 博 

教職員給与課長 井 出 浩 史 

博物館長 酒 井 浩 志 
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７ 議事等の概要 

細田教育長 

書記 

細田教育長 

各委員 

細田教育長 

それでは、ただいまから教育委員会会議を開会いたします。

本日は、傍聴を希望する方は、いらっしゃいますか。

いらっしゃいません。

本日の会議録の署名委員は、大谷委員にお願いいたします。 

本日の会議に、その他「市長と教育委員会との地方公務員法第２３

条の２の規定に基づく協議の回答について」を追加提出いたします。

本日の議案第１４号は個人情報に係る案件、議案第１９号から２１

号は人事に係る案件であることから非公開とすることをお諮りした

いと思いますが、委員の皆さんいかがでしょうか。 

＜異議なし＞

それでは、出席委員全員の賛成をいただきましたので、議案第１４

号、１９号から２１号は非公開といたします。 

会議の順番ですが、議案第１３号、１２号、１５号から１８号、「そ

の他」、議案第１９号から２１号、１４号の順に審議を行うこととい

たします。 

議案第１３号 さいたま市教育委員会押印を求める手続の見直しのための関係規則

の整備に関する規則の制定について

細田教育長 

教育総務課長 

それでは、議案第１３号について、事務局から説明をお願いします。

議案書は別冊１、資料は机上に配布の参考資料１、参考資料２とな

ります。 

それでは、議案第１３号、「さいたま市教育委員会押印を求める手

続の見直しのための関係規則の整備に関する規則の制定について」御

説明させていただきます。 

別冊１の１３ページをご覧ください。 

提案理由でございますが、市民や事業者等に対し押印を求めている

手続について、「申請書等の押印見直し指針」に基づき見直しを行う

にあたり、複数の規則において所定の改正が必要となることから、対

象となる各規則の改正箇所を取りまとめ、一括して改正するため、さ

いたま市教育委員会押印を求める手続の見直しのための関係規則の

整備に関する規則を定めるものでございます。 

「参考資料１」の２枚目をお願いします。 
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細田教育長 

細田教育長 

各委員 

細田教育長 

国において、令和２年７月１７日に閣議決定された、規制改革実施

計画における押印見直し方針を踏まえ、さいたま市においても、「申

請書等の押印見直し指針」を策定し、この指針に基づき、市民・事業

者等が窓口へ提出する申請書・届出書・報告書等における申請者の氏

名欄の認印等を、全庁的に廃止をしていくこととなっております。 

教育委員会において調査した結果、押印見直し指針に該当する規則

が複数あったため、対象となる各規則の改正箇所を取りまとめ、一括

して改正を行うものです。 

続きまして、Ａ３横の「参考資料２」をお願いいたします。具体の

改正内容をこちらの資料でご説明いたします。 

これは、改正する各規則の改正箇所と改正内容を一覧表にまとめた

ものでございます。左から「対応条文」「改正を行う規則の名称」「改

正箇所」「改正様式名」「改正内容」「所管課」となっております。

改正内容は共通しておりまして、各様式中の押印欄を削除するとと

もに、注釈欄等を設ける等の所要の改正を行うものです。 

なお、施行期日は令和３年４月１日となります。 

最後に、議案書１２ページをお願いします。 

本規則の適用に当たりまして、「経過措置」を設け、本規則が施行

したあとも、すでに作成、配布等をされている改正前の様式について

は、当分の間は使用することができるものとし、弾力的に制度変更を

行うものでございます。 

説明は以上です。ご審議よろしくお願いいたします。 

何かありますか。

それでは議案第１３号につきましては、原案のとおりとしてよろし

いですか。

＜異議なし＞ 

出席委員全員の賛成により、原案のとおり可決されました。

ここで事務局の入替えを行います。準備ができ次第、再開いたしま

す。

議案第１２号 さいたま市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則の制定

について

細田教育長 それでは、再開します。議案第１２号につきまして、事務局から説

明をお願いします。
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教育総務課長 

細田教育長 

大谷委員 

教育総務課長 

大谷委員 

議案書２ページをご覧ください。 

議案第１２号、「さいたま市教育委員会事務局組織規則の一部を改

正する規則の制定について」御説明します。 

まず、生涯学習部生涯学習振興課の部分をご覧ください。 

改正内容は、生涯学習振興課の事務分掌を集約・整理するものでご

ざいます。 

生涯学習振興課の事務分掌のうち（８）はここでは省略されており

ますが、（８）の事務分掌は「学校・家庭・地域の連携に係る施策の

企画、調整及び推進に関すること。」となっております。 

そして、改正前の（９）から（13）の事務分掌には、御覧のとおり、

（９）スクールサポートネットワーク、（10）チャレンジスクール、

（11）中学生職場体験、（12）「自分発見！」チャレンジ up さいたま、

（13）すくすくのびのび子どもの生活習慣向上など、具体的な業務内

容が記載されております。 

この（９）から（13）の事業は、先ほど説明しました（８）「学校・

家庭・地域の連携に係る施策の企画、調整及び推進に関すること。」

に包含される事業であるため、（８）に集約・整理することとし条文

から削除するものでございます。 

また、学事課の（16）及び生涯学習振興課の（19）に「（課内室を

含む。）」という文言がありますが、この課内室とは、それぞれ特別支

援教育室と人権教育推進室を指しています。平成３０年度に課内室と

いう定義が全庁的に廃止されたため、条文中から削除するものでござ

います。なお、施行期日は令和３年４月１日です。 

御審議よろしくお願いいたします。 

何かありますか。

チャレンジスクール推進事業に関することとか、中学生の職場体験

事業に関することとか事業内容が見えなくなるということですか。

事務分掌上この規則の中では見えなくなりますが、各課の事務分掌

上も同じように各様々な事業を実施しておりますけれども、事務分掌

上では見えていないものでございます。それに合わせまして生涯学習

振興課だけが具体の事業が今まで表示されていた状況でございまし

たので、バランスを考えまして同じように整えるという状況でござい

ます。

そうすると一般の方々に見えなくなるということですか。
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細田教育長 

教育総務課長 

細田教育長 

細田教育長 

各委員 

細田教育長 

事務局組織規則の中に具体的な事業名が記載されているのが、ここ

の部分だけなんです。生涯学習部生涯学習振興課のもう一度（８）の

ところを明確に読んで頂きたいと思います。

（８）に「学校・家庭・地域の連携に係る施策の企画、調整及び推

進に関すること。」という事務分掌が載っております。この事務分掌

の中で具体的に記載されている各事業が包含されておりますので、そ

こで省略させていただくという考え方でございます。

学校と地域に関わる様々な事業をやっていくよというのが（８）に

明記されていて、それの具体が（９）（10）（11）（12）（13）という

具体的な施策でありますので、この事務局組織規則の中にはこういう

具体を書くことは他の箇所には一切ないので、そこに合わせたという

変更でございます。

それでは議案第１２号につきましては、原案のとおりとしてよろし

いですか。

＜異議なし＞ 

出席委員全員の賛成により、原案のとおり可決されました。

議案第１５号 市長と教育委員会との地方公務員法第２３条の２の規定の基づく協

議について

細田教育長 

教育総務課長 

続きまして、議案第１５号につきまして、事務局から説明をお願い

します。

お配りいたしました、資料の別冊３をご覧ください。

議案第１５号「市長と教育委員会との地方公務員法第２３条の２の

規定に基づく協議について」ご説明いたします。

３ページをお願いします。本議案は、地方公務員法第２３条の２の

規定により、人事評価の要綱を改正する等、人事評価に関し必要な事

項については、地方公共団体の長に協議しなければならないこととさ

れているため、「さいたま市教育委員会職員の人事評価に関する要綱」

の改正について市長と協議するものでございます。

２ページを御覧ください。こちらが、さいたま市教育委員会職員の

人事評価に関する要綱の改正内容でございます。
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細田教育長 

細田教育長 

各委員 

細田教育長 

改正前の下線部分を御覧ください。要綱第７条に定める評価者につ

いて、係員に対しては係長が第１次評価者となるところ、係制をとら

ない組織においては課長補佐相当職以上の職員又は人事評価者を経

験した主査とされております。このことについて、市長部局における

表記との整合を図り、評価者の経験を要件とする文言を削除するもの

です。

次に改正後の下線部分を御覧ください。これは、部長が評価を行う

被評価者を明確にするため、副理事を加え、市長部局における表記と

の整合を図り、規定の整備を行うものです。

以上で、説明を終わります。御審議よろしくお願いいたします。

議案第１５号につきましては、今、説明がありましたとおり、人事

評価を経験した主査でなければ評価者になれないという改正前のも

のを、今、組織の中で様々なプロジェクトが進んでいるところやプロ

ジェクト制ではないところもありますので、人事評価者を経験したこ

とがない主査でも主査自身その職位で人事評価者になれるという改

正でございます。二つ目のところは副理事という職がもう既にあるの

になかったので入れるということでございます。

何かありますか。それでは議案第１５号につきましては、原案のと

おりとしてよろしいですか。

＜異議なし＞ 

出席委員全員の賛成により、原案のとおり可決されました。

議案第１６号 さいたま市教職員健康審査会条例施行規則の一部を改正する規則の

制定について

細田教育長 

教職員人事課長 

続きまして、議案第１６号につきまして、事務局から説明をお願い

します。

議案第１６号「さいたま市教職員健康審査会条例施行規則の一部を

改正する規則の制定について」の御説明をいたします。

議案書は５ページから１６ページまでになります。

本議案は、さいたま市教職員健康審査会条例施行規則に定める様式

について、事務手続きにおける負担を軽減し、利便性を図ることを目

的に、押印の廃止、又は見直しによる改正を行うものです。

改正の内容につきましては、７ページから９ページの様式第１号か



7 

細田教育長 

細田教育長 

各委員 

細田教育長 

ら第３号について、下部の医師の署名における押印欄を削除し、署名

によらない場合にのみ、記名押印を求めるものに変更するものでござ

います。

また、１０ページの様式第４号につきましては、下部の学校長等の

押印欄を削除するものでございます。

施行期日は、令和３年４月１日とするものでございます。

説明は以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。

何かありますか。

それでは議案第１６号につきましては、原案のとおりとしてよろし

いですか。

＜異議なし＞ 

出席委員全員の賛成により、原案のとおり可決されました。

議案第１７号 さいたま市教育職員の特殊勤務手当に関する規則の一部を改正する

規則の制定について

細田教育長 

教職員給与課長 

続きまして、議案第１７号につきまして、事務局から説明をお願い

します。

議案第１７号「さいたま市教育職員の特殊勤務手当に関する規則の

一部を改正する規則の制定」について、御説明させていただきます。

議案書は１７ページから２１ページとなります。

本議案につきましては、文部科学省の平成３１年度予算における教

員給与の見直しに係る義務教育費国庫負担金の額の算定方法の見直

しを受けまして、さいたま市教育職員の特殊勤務手当に関する規則第

２条第４号に規定する教員特殊業務、具体的には部活動指導業務にな

りますが、この手当額を国に準じて３，６００円から２，７００円に

改正するものでございます。

国の算定基準見直しに関しましては、２０ページ、２１ページの資

料にありますとおり、平成３０年に国が策定した部活動の在り方に関

するガイドラインにおいて、土日の活動時間を３時間程度にするとの

基準が示されたことから、４時間程度の勤務を前提に３，６００円と

していたものを、３時間程度で２，７００円に見直されたものでござ

います。
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細田教育長 

大谷委員 

学校教育部長 

細田教育長 

本市におきましても、今回、手当額を改定するとともに、支給の要

件を４時間程度の勤務から３時間程度の勤務に改めるものでござい

ます。なお、施行期日は、令和３年４月１日とするものでございます。

説明は以上でございます。御審議の程よろしくお願いいたします。

何かありますか。

土日の活動時間を３時間程度、失礼な質問になるかもしれませんけ

ど、これで学校はおさまるんですか。土日も朝から晩まで連続でやる、

生きがいとする先生もいるんじゃないかと私は思っているわけです

けれども、今までどのように支給してたのか。土曜日で４時間やって

３６００円、日曜日も４時間以上やって３６００円というような形で

運用してきたのかどうかとか、そういう実情とそしてこれを徹底させ

ることにハードルが高そうな気が個人的にはするんですよね。本当に

これでやっていけるのか、不満あるいは待遇の後退といいますか、抵

抗意識とかそういう詰めのところをひっくるめて簡潔に御説明いた

だけますか。

この手当の仕組みですけれども、これまで週休日の手当については

４時間程度で３６００円。県の方が国に倣って３時間程度で２７００

円に変えました。１時間当たりにすると９００円ということで同じな

んですけれども、基準の時間が変わりました。現状を見ると４時間や

るというのは８時から１２時、午前中であれば、実際には４時間とい

うのは中々取りづらい時間ではあるんですね。むしろ３時間の方が９

時から１２時、現実的な時間で申請がしやすいということもありまし

て、１時間当たりの額は変わりませんけれども３時間に到達した段階

で２７００円というのを支給という形で実態に合う形の変更になっ

てくるかなと考えております。

補足させていただけるとすると、実はこの通知を見ていただきます

とわかりますように文科省の方から平成３１年４月１日にこの通知

文が発出されまして、県は既に週休日の部活動については３時間程度

で２７００円というのは条例改定しているんです。もうそれを県が先

行してやってしまっているところをさいたま市教育委員会はソフト

ランディングさせようということで１年遅らせたんです。そして働き

方改革で部活動の従事時間は令和元年度に平日は２時間程度、週３日

ないし４日まで、土日についてはどちらか１日３時間までというライ

ンを出してありまして、部活動ガイドライン、それはもう動いていま

す。動いていたんだけれども本市はお金の面をソフトランディングし
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大谷委員 

細田教育長 

大谷委員 

野上委員 

ようということで据え置いてきた。

４時間程度ということ。

３時間程度にしました。３時間程度にしたんですけれども、もし４

時間やった場合は３６００円出してたんです。その辺のところは１年

間ゆるみをもって運用してきて、いよいよ私共も国や県に準じてこう

いうふうに出しましょうということなので、こういう事に対して反対

をしたいといいますかこれじゃ納得できないよという人達について

も、この１年間の猶予期間で気持ちはみんな落ち着いたということで

す。

私は個人的には土日連続というのは賛成できないです。やはり土曜

日か日曜日どちらかですよね。それも３時間程度これは適切な設定だ

と思っております。それをきっちりやってもらいたいと思います。是

非、子どもたちの心身の健康の維持に努めてもらいたいと思います。

小泉内閣時代に教育改革国民会議というのがありまして、そのとき

に教育界の先生方の疲労度がすごいよねと、それで全部分析していく

と部活のところにも子どもたちを指導しなくちゃいけないんですか。

部活動の意義はわかっているんです。わかってるんだけれども多忙感

とか色々のことがあると、本来持っている科目の授業を昨日より今

日、今日より明日充実させるために土日があるのであって、その時間

を割いてまで部活にね、日本のこのシステムというのは理解に苦しむ

というのが一つ出てきまして、そうすると色々対論もありました。そ

れは外国を見習ってもいいこともあるけど、日本文化だとか色々なこ

とからすると、これが今の日本の強さを示しているんだとご意見を話

した方もいらっしゃるんですけど、その前に教育の本分ってなんだろ

うと。子どもたちに自分が持ってる授業で、それが科目であれば１０

科目あるんだとすると１０人の先生がそれぞれの自分の強みをもっ

て、それで事前調査をしてるんです。得意でもないのに知識もないの

に部活の部長とか監督になってるのは、これはいくらなんでも子ども

たちの能力をその先生で伸ばせるのと。だからそこの資料というのは

膨大に持ってるんです。先生に本来のお仕事をしてもらうようなシス

テムを日本は国をあげて作っていかないと、先生が疲労度を払拭でき

ないんじゃないのというのが真剣に討議された時代がありまして、だ

からむしろ減らしてると、１時間９００円が妥当なのか金銭のことは

わからないですけれども、総量としては部活から先生を減らしていっ

て、部活に該当する先生を国は手当しないといけないんだと思うんで
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大谷委員 

すよね。海外、例えばドイツとかフランスに行ったときに見学してき

ますと、部活を担当している先生はいないんですよ。それでいて市民

サークルとかそういうところで子どもたちを強化してるわけですね。

サッカーチームがあって市民が学校から帰ってきた子どもを預かっ

て強化しているというようなところで、どちらがよいかここは日本で

すから日本型があってもいいと思うんですけど、総量としては減らす

方に持っていった方がいいんじゃないのかなというように思います。

むしろ部活に代わるものは日本ではいまだ成熟していないんだけ

ど、地域社会はおるんじゃないんですかと。これが海外の商社だとか

ビッグビジネスをやってる企業の社長さん方はそういう持論だから、

土日は企業の社長と言えども、例えばアメリカに行ってた人はネット

デーというのがあって、ノーベル賞を貰おうが社長であろうが貧困家

庭にパソコンを教える義務を逆に先生方じゃなくて地域社会が負っ

てるわけです。という中で育てるような環境づくり、ことにスポーツ

なんかはそうだと思う。日本も段々チームが各都市に出来てきました

よね。そういう本当の意味のスポーツ文化に比して日本は気の毒に、

ここが皆さんに失礼な言葉になるかもしれない、気の毒に自分がスポ

ーツ選手の経験もないにも関わらず〇〇部部長になって指導しなけ

ればならない。これは本当に子どもたちのためにもなるんですかねと

クエスチョンがついておりまして、それに変わる組織、当然文科省の

人も来てたんですけど頭の痛い問題ですねと言っていたんですけど、

そうじゃなけりゃ改善していかないでしょと先生方の働き方ってい

うのがと。という中で部活が大きなテーマになりました。だからもっ

と企業社会も企業が持ってる体育館だとか施設、グラウンドを開放し

て地域の中で子どもたちを育成するような部活に代わるものを作る

文化をというのが今、私も１０年離れましたからどういうところにな

ってるかわからないですけれど、先生方からは時間軸で段々減らされ

て子どもたちの体力とか興味とか地域社会の中で作るようなシステ

ムに移行させていかなくちゃいけないんじゃないのかなとそういう

議論もありました。

野上さんのおっしゃることなんですけど、もう５０年議論してるこ

となんです。地域活動とか社会体育とか特にスポーツ関係の地域社会

でって議論はありましたよね。我々もスタートした時代からあるんで

すよ。教員の負担軽減、本来教員の能力を発揮すべきところはどこだ

と。あるいは子どもたちの必要以上の疲労感とかそういうところが、

なかなかどこがどう悪いのかそれは我々に責任があるのかもしれま

せんけれども実態はそのとおりになっていかない。
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野上委員 

大谷委員 

細田教育長 

細田教育長 

各委員 

細田教育長 

総合教育会議の中でもその議論がありましたよね。経団連の中でも

それだけ問題点ですから、自分たちの体育館を全部開けろと、それで

子どもたちの育成にも使えと。そういうことで小さな輪は色々なとこ

ろで今も起こっているので、これがもっと教育界と地域社会の中、あ

るいは企業社会の中との連携でさいたま市なんかは進めていかなく

ちゃいけないんだろうなと思いますよね。

 もう一つ申し上げたいのが、部活動の果たす役割を私は評価してる

んです。自分の子どもなんかを見てても授業だけではなくて、一緒に

辛い思いをしたとか人間関係というのは４０代になっても続いてい

るというのを見ますと、部活動の果たす役割いろんな部活動で体育活

動だけじゃなくても人間形成上というか、そこのところを我々がどう

評価するか。朝から晩までやるのはまずいですよ。私の子どもが高校

のときにあんまり練習時間が長いんで監督のところに言いに行きま

したよ。おかしいと。朝９時頃から５時６時までっていうのは、午前

中にしてほしいとか、だけど果たした役割というのは大きいだろう

と。それをどうバランスさせていくか、野上委員さんの御提案を含め

てですね。

 本当に部活動のことについては、悩ましいことがいっぱいあります

のでまた別のところで議論をさせていただくということで、こちらに

戻させていただくと、この議案第１７号は先ほど申しましたように、

国・県が昨年度、令和元年度の当初からこのように規則改正がされて

いたところを１年遅れた部分ですけれども改正させていただきたい。

これでソフトランディングが完了できるんじゃないかと、こんな御提

案でございます。

それでは議案第１７号につきましては、原案のとおりとしてよろし

いですか。

＜異議なし＞ 

出席委員全員の賛成により、原案のとおり可決されました。

議案第１８号 さいたま市立舘岩少年自然の家附属職員宿舎管理規則の一部を改正

する規則の制定について

細田教育長 続きまして、議案第１８号につきまして、事務局から説明をお願い

します。



12 

舘岩少年自然の

家所長 

細田教育長 

大谷委員 

舘岩少年自然の

家所長 

大谷委員 

議案書の２２ページから２９ページまでを御覧ください。

それでは議案第１８号「さいたま市立舘岩少年自然の家附属職員宿

舎管理規則の一部を改正する規則の制定」につきまして、御説明させ

ていただきます。

本議案は、舘岩少年自然の家に勤務する所員の職員宿舎に入居また

は退去する際に所長宛に提出していただく「職員宿舎入居届」（様式

第１号）、「職員宿舎退去届」（様式第２号）の押印を押印見直し方

針に伴い廃止するものでございます。

規則については、２７ページに。また２４ページ、２５ページには

改正後の様式を掲載しておりますのでご確認ください。なおこの規則

の施行期日は令和３年４月１日となっております。

以上でございます。

これも一連の押印の廃止に係る改正でございます。

何かありますか。

これ自体は全然問題ないんですけれども、教育長にお許しをいただ

ければなんですが、少年自然の家についてお尋ねしたいんですけれ

ど、コロナで出来てないわけですよね。だけど所員の方々本当に一生

懸命取り組んでくださっていて、私、舘岩通信を隅から隅までよく読

ませていただいておりまして、特に関心を持ったのは学校へお出張り

いただいて自然活動を子どもたちに御指導いただいてるということ

で、その辺のところ簡潔にどんなことをおやりいただいてるのか御紹

介いただけますか。

今年度コロナ禍で実施できなかった学校で、学校の希望で福島県の

方から例えば木材を学校に持って行って、ノコギリとか押さえる台と

かも一緒に持って行って、子どもたちに切らせて、子どもたちに自由

に絵を書かせたりするコースター作りですとか、あとは学校の校庭で

小さな焚火を作って板を実際に焼いてその板をワイヤーブラシで擦

って雑巾で磨き上げて焼き板というものを作ったりということで、中

にはキャンプファイヤーを薄暗くなってやった学校もございました。

そのような南会津から物を全て運び込んで南会津に来たときと同じ

ような環境の中で体験活動を行ったというのが４９校ございました。

所員の皆さんのご貢献に対しまして心から敬意を表し、また感謝を

申し上げたいと思います。
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細田教育長 

各委員 

細田教育長 

それでは議案第１８号につきましては、原案のとおりとしてよろし

いですか。

＜異議なし＞ 

出席委員全員の賛成により、原案のとおり可決されました。

その他 市長と教育委員会との地方公務員法第２３条の２の規定に基づく協議の回 

に答ついて 

細田教育長 

教職員人事課長 

細田教育長 

続きまして、「その他」につきまして、事務局から説明をお願いし

ます。

議案書を御覧ください。

さいたま市立小・中・中等教育・特別支援学校教職員の人事評価に

関する要綱の一部改正につきましては、本年３月１９日の教育委員会

会議において議決をいただきました内容をもって、文書により、市長

への協議をいたしました。それに対し、令和３年３月２４日付けで市

長から同意する旨の回答がありましたことから、今回、御報告させて

いただくものでございます。

併せて、改正後の人事評価の運用に当たりましては、３月１９日の

教育委員会会議で委員の皆様に御指摘いただいた点、またこの度の回

答と併せていただきました留意点について、研修会の実施やマニュア

ル等資料の作成、配付等を通して周知を図り、適切な運用がなされる

よう努めてまいります。

説明は以上でございます。

このことにつきましては、過日、教育委員の皆さまにも御説明をさ

せていただきまして、どういう意図でこの度人事評価に関する要綱並

びにシートを改正させていただくかということは申し上げたと思い

ます。人事評価に関する内容につきましては市長との協議が必要でご

ざいますので、協議をさせていただきましてこのように了承していた

だいたところでございます。

一点、明確に申し上げておきたいところでございますが、これまで

市長部局の行政職員の方と同じシートを学校で使っていたんですけ

れども、やはり同じシートですと業務内容が全く性質が違いますので

なかなかフィットしなかったという事情もさることながら、この人事

評価者の研修ですね、評価者研修が行政職の方々につきましては市長

部局も教育委員会内も評価者研修会が計画的に実施されておりまし
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細田教育長 

細田教育長 

た。その時の評価者研修会の講師も評価のプロといいますか、もとも

とこの評価システムを作った人物、評価者研修の講師に値するような

人物が評価者研修を実施してきました。しかし教育委員会、学校の評

価者については一切そういう評価者研修はなかったわけです。自前で

評価者研修をやっていました。自前でやっていくのと私は両方見たん

ですけれども全然違います。全然違うという状況もございますので、

もともと評価のシステムが学校にフィットしていなかった、更に評価

者研修が外部の評価者研修に対してのプロパーな人間がやっていな

かったというようなことが積み重なっておりましたので、今回このよ

うな評価自身を大きく変更することによりまして、一層我々の教育に

携わる人間たちにふさわしい評価であるべく、評価者研修を積極的に

改善しながら実施していくということをここで申し上げたいと思い

ます。これはすごく重要です。ですから教職員人事課の方にも私の方

からお話をさせていただきました。評価者研修の充実これがこの評価

がうまくワークするかにかかっておりますのでそれを肝に銘じなが

らやっていきたいと思います。

何かありますか。

それでは、この件は終了といたします。

ここで事務局の入替えを行います。準備ができ次第、再開いたしま

す。

議案第１９号 さいたま市教職員健康審査会委員の委嘱について

＜非公開案件につき内容は省略＞

＜議案は原案どおり可決＞

議案第２０号 さいたま市文化財保護審議会委員の委嘱について

＜非公開案件につき内容は省略＞

＜議案は原案どおり可決＞

議案第２１号 さいたま市博物館協議会委員の任命について

＜非公開案件につき内容は省略＞

＜議案は原案どおり可決＞

議案第１４号 行政情報一部開示決定に係る審査請求について

＜非公開案件につき内容は省略＞

＜議案は原案どおり可決＞
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８ 閉     会      午後３時１５分


